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株株式式会会社社ささじじ弐弐拾拾壱壱  経経営営状状況況報報告告書書  

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  株式会社さじ弐拾壱 

（２）目     的  過疎化に伴い、農林業をはじめ地場地域産業の従事者の高齢化および、

後継者不足が顕在化し、農林地の荒廃、離農などの農林業の衰退傾向

が続いている佐治村(現:鳥取市佐治町)で、地域住民の生活を守り、地

域産業の振興を具体的なものとするため、行政や地元企業をはじめ多

くの方の出資のもと設立。 

（３）設 立 年 月 日  平成７年１月３０日 

（４）資 本 金  金３０,０００,０００円（うち鳥取市出資金１６,５００,０００円） 

（５）役     員  取 締 役 ８名 

監 査 役 ２名 

代表取締役 茂 上 正 道 

（６）事  務  所  鳥取市佐治町加瀬木２５１９番地３ 
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２２．．令令和和６６年年度度経経営営概概要要  

１．概要報告 

佐治町全体が令和５年８月の台風第７号直撃からの復旧に取り組む中、株主と地域住民の期待

と信頼に応える為、各事業の計画達成へ努めてまいりました。今年度の事業結果としましては、

計画 62,453 千円に対して 85,094 千円の収入実績（計画比 136％）となり、最終的に当期純利益

は 10,855 千円の黒字となりました。 

 以下各事業の経過を報告いたします。 

（１）農林事業 

 作業収入 24,220 千円の計画に沿って事業促進してまいりました。 

農作業受託・農地維持管理事業では、長年の赤字経営を改善すべく、維持管理料の新設、消耗

品などの経費削減、細目なメンテナンスによる修繕費削減、効率的な事業構成・人員配置・スケ

ジュール管理を行うなどの経営の健全化へ向けた取り組みを行いました。台風第７号の影響など

で受託料は微減となり作業収入 7,799 千円の計画に対し 7,460 千円の収入実績となり、計画比

96％でした。経営状況は改善傾向ではありますが、▲795 千円の赤字となっており、引き続き、経

営改善に努めて参ります。 

道路管理部門では、作業員確保が大変厳しいなか、常勤職員を中心に受託体制を維持し、災害

復旧作業、除雪作業、凍結防止剤散布作業などによって利益を確保することができました。 

農林事業全体では、作業収入 24,220 千円の計画に対し 45,461 千円の収入実績となり計画比

188％となりました。 

（２）観光事業 

 営業収入 27,433 千円の計画に沿って事業促進をしてまいりました。  

山王谷キャンプ場・たんぽり荘の運営では、台風第７号被災の影響による施設機能、周辺環境

の修繕も進み、客足も戻りつつありますが、コロナ前・被災前の客足数の回復には遠く、引き続

き団体客取り込みの施策、魅力的なプランの作成および広報を強化してまいります。 

佐治町Ｂ＆Ｇ海洋センター・佐治町多目的運動広場管理業務では、地域の方々の健康増進や居

場所となるような施設運営を心掛け、Ｂ＆Ｇ財団と連携した事業を積極的に行い事業評価Ａを取

得しました。特産品部門におけるどぶろく製造では、積極的に出張販売を企画し、道の駅での委

託販売を開始したことで、前年対比 116％（441 本販売）の販売実績となりました。また新たな特

産品として自社清算のお米と麹を使用した甘酒、塩こうじを販売し、ご好評いただきました。引

き続き、新製造場における効率的な製造とインターネット販売に加えて、販売期間の延長を視野

に入れた製造・販売量増と利益の確保に努めてまいります。 

通年の管理運営業務を受託したコスモスの館管理運営事業につきましては、アストロパークと

連携した施設運営を心掛け、アストロパークに訪れたお客様への食事の提供や、地域や小学生を

対象とした体験教室などを開催することで、利用いただいた皆様からご好評いただきました。 
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２２．．令令和和６６年年度度経経営営概概要要  

１．概要報告 

佐治町全体が令和５年８月の台風第７号直撃からの復旧に取り組む中、株主と地域住民の期待

と信頼に応える為、各事業の計画達成へ努めてまいりました。今年度の事業結果としましては、

計画 62,453 千円に対して 85,094 千円の収入実績（計画比 136％）となり、最終的に当期純利益

は 10,855 千円の黒字となりました。 

 以下各事業の経過を報告いたします。 

（１）農林事業 

 作業収入 24,220 千円の計画に沿って事業促進してまいりました。 

農作業受託・農地維持管理事業では、長年の赤字経営を改善すべく、維持管理料の新設、消耗

品などの経費削減、細目なメンテナンスによる修繕費削減、効率的な事業構成・人員配置・スケ

ジュール管理を行うなどの経営の健全化へ向けた取り組みを行いました。台風第７号の影響など

で受託料は微減となり作業収入 7,799 千円の計画に対し 7,460 千円の収入実績となり、計画比

96％でした。経営状況は改善傾向ではありますが、▲795 千円の赤字となっており、引き続き、経

営改善に努めて参ります。 

道路管理部門では、作業員確保が大変厳しいなか、常勤職員を中心に受託体制を維持し、災害

復旧作業、除雪作業、凍結防止剤散布作業などによって利益を確保することができました。 

農林事業全体では、作業収入 24,220 千円の計画に対し 45,461 千円の収入実績となり計画比

188％となりました。 

（２）観光事業 

 営業収入 27,433 千円の計画に沿って事業促進をしてまいりました。  

山王谷キャンプ場・たんぽり荘の運営では、台風第７号被災の影響による施設機能、周辺環境

の修繕も進み、客足も戻りつつありますが、コロナ前・被災前の客足数の回復には遠く、引き続

き団体客取り込みの施策、魅力的なプランの作成および広報を強化してまいります。 

佐治町Ｂ＆Ｇ海洋センター・佐治町多目的運動広場管理業務では、地域の方々の健康増進や居

場所となるような施設運営を心掛け、Ｂ＆Ｇ財団と連携した事業を積極的に行い事業評価Ａを取

得しました。特産品部門におけるどぶろく製造では、積極的に出張販売を企画し、道の駅での委

託販売を開始したことで、前年対比 116％（441 本販売）の販売実績となりました。また新たな特

産品として自社清算のお米と麹を使用した甘酒、塩こうじを販売し、ご好評いただきました。引

き続き、新製造場における効率的な製造とインターネット販売に加えて、販売期間の延長を視野

に入れた製造・販売量増と利益の確保に努めてまいります。 

通年の管理運営業務を受託したコスモスの館管理運営事業につきましては、アストロパークと

連携した施設運営を心掛け、アストロパークに訪れたお客様への食事の提供や、地域や小学生を

対象とした体験教室などを開催することで、利用いただいた皆様からご好評いただきました。 

観光事業全体では、27,433 千円の計画に対し 28,050 千円の収入実績となり計画比 102％となり

ました。 

（３）その他事業 

 営業収入 10,800 千円の計画に沿って事業促進をしてまいりました。  

買い物福祉サービス支援事業では、トスク全店閉店や移動販売事業者の相次ぐ撤退のなか、地

域の方々のニーズに対応するべく、きめ細やかな対応を心掛け事業を実施したことで地域の方々

よりご好評いただきました。 

 切手・ゆうパック事業では、梨農家の減少による進物取り扱い数の減少はあるものの、的確な

人員配置による経費削減を行い事業を実施いたしました。  

 その他、地域に根差した企業の役割として、小中学校における職場体験受け入れなど郷土愛を

育む教育への協力を行いました。  

 その他事業全体では、10,800 千円の計画に対し 11,584 千円の収入実績となり計画比 107％とな

りました。 
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第第 3322期期（（令令和和 77年年度度））事事業業計計画画（（案案））  

 

令和 7年 4月 1日から 

令和 8年 3月 31日まで 

 

[基本方針] 

世界的なエネルギー・食料価格の高騰など、日本経済を取り巻く環境には厳しさが

増しているなか、佐治地域においても、過疎・高齢化をはじめ地域を取り巻く課題は

待ったなしの状況です。 

株式会社さじ弐拾壱は、地域住民の皆様の生活を守るための丁寧かつスピード感の

ある事業展開に併せまして、急激な社会変革の時代に適応した持続可能な企業である

ための強固な経営体質づくりを目指し、役職員一丸となり、地域住民及び株主の皆様

の期待と信頼に応えられる事業体制の構築に努めてまいります。 

 

  

[事業実施方針] 

佐治町内を中心とした地域振興及び産業振興事業の推進 

 

１．農林作業受託事業の推進 

２．関係住民及び団体等からの受託事業 

３．指定管理施設の管理受託事業 

４．公共施設の維持管理受託事業 

５．農林水産物の生産及び販売事業 

６．買い物福祉サービス支援の推進 

７．その他各種受託事業の推進 
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第第 3322期期（（令令和和 77年年度度））事事業業計計画画（（案案））  

 

令和 7年 4月 1日から 

令和 8年 3月 31日まで 

 

[基本方針] 

世界的なエネルギー・食料価格の高騰など、日本経済を取り巻く環境には厳しさが

増しているなか、佐治地域においても、過疎・高齢化をはじめ地域を取り巻く課題は

待ったなしの状況です。 

株式会社さじ弐拾壱は、地域住民の皆様の生活を守るための丁寧かつスピード感の

ある事業展開に併せまして、急激な社会変革の時代に適応した持続可能な企業である

ための強固な経営体質づくりを目指し、役職員一丸となり、地域住民及び株主の皆様

の期待と信頼に応えられる事業体制の構築に努めてまいります。 

 

  

[事業実施方針] 

佐治町内を中心とした地域振興及び産業振興事業の推進 

 

１．農林作業受託事業の推進 

２．関係住民及び団体等からの受託事業 

３．指定管理施設の管理受託事業 

４．公共施設の維持管理受託事業 

５．農林水産物の生産及び販売事業 

６．買い物福祉サービス支援の推進 

７．その他各種受託事業の推進 

    

[事業実施計画] 

１．農林事業    

農作業部門における農地保全の取組のなかで、遊休農地の維持管理における維持

管理料および中山間地域直接支払制度の活用、業務内容の整理、人員配置など見直

すことで収支改善に努める。果樹剪定業務では、若手梨農家にも積極的に声がけを

行い受注体制を強化する。収益部門である道路管理受託に於いては、年々増加して

いる作業量に対応すべく作業員の確保・育成が急務であり、必要に応じた設備導入

と合わせて進めていくことで、事業拡大を図る。 

  

２．観光事業 

山王谷キャンプ場・たんぽり荘管理運営では、インターネット予約システムやＳ

ＮＳを積極的に活用した一般ファミリー層の獲得、小中学校の体験学習や団体顧客

の取り込みによる平日の施設稼働率向上を図る。また人材繁忙期の施設管理・体験

部門の強化による収益増、利用者の満足度向上と共に、町内団体と連携し佐治町の

観光振興に繋げる。 

佐治町Ｂ＆Ｇ海洋センター・佐治町多目的運動広場管理運営業務ではＢ＆Ｇ財団

の事業を積極的に活用し、佐治地域の健康増進、スポーツ振興に取り組む。また今

年度は、Ｂ＆Ｇ中国ブロック海洋センター連絡協議会の事務局であることから、鳥

取市生涯学習・スポーツ課、Ｂ＆Ｇ財団、中国 5県にある５４か所の海洋センター

との関係を深めながら事業を実施する。 

特産品販売部門におけるどぶろく「どんでん返し」の製造・販売では、オンライ

ンショップなどを活用したインターネット販売の強化と、販売期間の延長による製

造数量増加、姉妹品である甘酒・塩麴などの販売を行うことで認知度向上を図る。 

 

３．その他事業 

ゆうパック事業では、梨農家減により進物の集荷個数は減少傾向であるが、チラ

シ配布による再ＰＲと、繁忙期における的確な人員配置による経費削減で利益の確

保を図る。 

買い物福祉サービスでは、店舗の閉鎖、移動販売業者の撤退などで増加する需要 

に対応しつつ、業務内容の工夫と効率化によって収支の改善を図る。 

全事業において、おおむね経営基盤は強化されつつあるが、慢性的な労働力不足

が深刻化している。労働力確保・人材育成を最重要課題と位置づけ、優秀な人材の

確保に向けた施策を強化し、事業継続・拡大を図る。 
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[総務管理方針] 

１．経営管理の重点事項 

 （１）財務管理 

  ①自己資本の充実を図るため、資金の内部留保と諸引当の完全引当に努める。 

  ②在庫品の圧縮と資金回転率の向上。 

  ③不採算部門の改善。 

（２）経営管理 

  ①部門別責任を明確にし部門採算の確立に努める。 

  ②経営検討委員会及び取締役担当の 3つの部会を定例開催し管理の徹底を図る。 

  ③業務、事務の合理化、適正配置、労務率の改善を図る。 

（３）人事労務管理 

  ①職場内教育体制を整備し、人材育成を推進し、信頼される社員を養成する。 

  ②責任権限の明確化、職場規律、職場倫理を確立する。 

  ③働きやすい職場環境を整え、会社の生産性向上へ繋げる 

２．設備計画                          (単位：千円) 

施設機械名 規格 台数 取得予定金額 備 考 

移動販売車  1 4,640 中山間地域・買い物支援事業補助金

3,000 千円 

３．自己資本充実計画                      (単位：千円) 

前期末実績 本期末計画 備考 

資本金 30,000 30,000  

当期純利益金 10,855 100  

繰越利益剰余金 33,522 33,622  

純資産合計 63,522 63,622  
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[総務管理方針] 

１．経営管理の重点事項 

 （１）財務管理 

  ①自己資本の充実を図るため、資金の内部留保と諸引当の完全引当に努める。 

  ②在庫品の圧縮と資金回転率の向上。 

  ③不採算部門の改善。 

（２）経営管理 

  ①部門別責任を明確にし部門採算の確立に努める。 

  ②経営検討委員会及び取締役担当の 3つの部会を定例開催し管理の徹底を図る。 

  ③業務、事務の合理化、適正配置、労務率の改善を図る。 

（３）人事労務管理 

  ①職場内教育体制を整備し、人材育成を推進し、信頼される社員を養成する。 

  ②責任権限の明確化、職場規律、職場倫理を確立する。 

  ③働きやすい職場環境を整え、会社の生産性向上へ繋げる 

２．設備計画                          (単位：千円) 

施設機械名 規格 台数 取得予定金額 備 考 

移動販売車  1 4,640 中山間地域・買い物支援事業補助金

3,000 千円 

３．自己資本充実計画                      (単位：千円) 

前期末実績 本期末計画 備考 

資本金 30,000 30,000  

当期純利益金 10,855 100  

繰越利益剰余金 33,522 33,622  

純資産合計 63,522 63,622  

(単位：千円)
本年計画
（①）

前年計画
（②）

増減
（①-②）

備　考

7,833 7,799 34
水稲受託 4,049 4,011 38 田植え3.08ha,稲刈4.97ha ＋農地維持管理料21.6万
果樹受託 1,663 1,735 ▲ 72 前年並み12件
水稲経営 1,922 1,768 154 [R7]104.3a/[R6]87.3a 
雑収入 198 285 ▲ 87 中山間直接支払交付金

16,081 15,621 460
市有地管理 4,380 4,702 ▲ 322 土地開発公社、産業建設課、鳥取市林務水産課
森林作業 350 500 ▲ 150 0.14ha
除雪 11,081 10,031 1,050 除雪車全機出動6回（180H）、凍結防止剤散布65日
雑収入 270 388 ▲ 118 除雪機械運転手育成支援事業　大特免許3名

2,020 800 1,220 定例受注現場（個人墓掃除等）＋作業員派遣
25,934 24,220 1,714

7,996 8,499 ▲ 503
利用料 3,516 4,019 ▲ 503 利用者数(R7計画2,695人 /R6計画2,968人)
指定管理料 4,480 4,480 0

10,980 10,880 100
利用料 350 300 50 [R7]13,450人 / [R6]9,900人
指定管理料 10,380 10,380 0
雑収入 250 200 50 自販機売上、BG中ブロ事務局実費

1,122 1,428 ▲ 307

営業収入 1,122 1,428 ▲ 307
どぶろく販売本数（ [R7] 440本 / 実績ベース ）
甘酒・塩麴などの販売

6,240 6,626 ▲ 386
委託料 4,240 6,026 ▲ 1,786 7月～
営業収入 2,000 600 1,400 宿泊利用200名、食堂利用600名（実績ベース）

26,338 27,433 ▲ 1,095
12,844 8,100 4,744

売上 6,800 5,600 1,200 見守り件数240件（R6年並み）
補助金 6,044 2,500 3,544

1,920 1,880 40 取扱数(R7 計画1,080個（R6実績×90％）
310 820 ▲ 510

土地改良区 0 250 ▲ 250 R6年度で解散
雑収入 310 570 ▲ 260 キャリアアップ助成金補填

15,074 10,800 4,274
67,346 62,453 4,893

株式会社さじ弐拾壱　令和7年度収支計画

道路管理・森林作業

1.収入の部

項　目

農作業・精米機管理

農
林

その他受託
農林事業合計

特産品

観光事業合計

そ
の
他

買い物支援

切手・ゆうパック
事務受託・その他合計

その他事業合計

観
光

BG

たんぽり荘

コスモスの館

総　合　計
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（単位：千円）

本年計画
（①）

前年計画
（②）

増減
（①-②）

備　考

720 960 ▲ 240 代表取締役、役員責任給
20,917 20,042 875 最低賃金引上げに伴う賃上げ
8,041 9,421 ▲ 1,380 臨時雇用職員  R6実績ベース+農繁期1名増
3,035 2,950 85 社会保険料
1,921 1,953 ▲ 33 中退共掛金、大特免許取得3名
3,084 3,447 ▲ 363 消費税、酒税ほか
2,651 2,859 ▲ 208 電気、水道代、ガス、灯油　R6実績ベース

54 123 ▲ 69 BG会議出張旅費
738 620 118 電話、インターネット、コピー代、切手代 BG分増
28 9 19 チラシ印刷、折込
0 6 ▲ 6

100 73 27 株主総会費用
1,052 1,068 ▲ 16 事業保険・自動車保険・施設来場者保険など

3,198 2,817 382 農機具点検・修繕費100万、除雪修繕25万、指定管理施設
小規模修繕100万、施設点検40万ほか

1,640 1,263 377 R6実績ベース
220 137 83 ヘリ農薬散布、警備員、植物園

722 678 45 JAライスセンター手数料12万、サイト手数料14万(たんぽ
り、特産品)、税理士23万、労務士13万など

2,270 2,360 ▲ 90 燃料費、除雪作業量で試算
308 158 150 コピー機、冷蔵冷凍庫

119 85 34 R6年実績並みで計画
328 316 13 JA選果場27,5万、個人トラクター・個人乾燥機借上

1,642 525 1,117 コスモスの館宿泊料、ダスキン、ごみ処理費用など
253 300 ▲ 47 除雪作業による修繕

2,353 2,309 44
レザコン3万、畦草刈り機5.5万、ハンマーモア22万、軽ト
ラ30万、ＰＣ25万、ダンプ63.6万、凍結防止剤散布機12
万　ほか

2 78 ▲ 76 実績ベース
246 246 0 所得によって変動

8,604 7,547 1,057 苗、農薬、食材、買い物支援　コスモス増 実績ベース
圧縮損 3,000 0 3,000 移動販売車補助金分

67,246 62,349 4,897

100 104 ▲ 4

2.支出の部

項  目

役員報酬

収入-支出

減価償却費

貸倒引当金
法人税等
仕入

総　合　計

賃借料
雑費
雑損失

会議費
損害保険料

修繕費

諸会費

接待交際費

給与
賃金
法定福利費
福利厚生費
租税公課
水道光熱費
旅費交通費
通信費
宣伝広告費

消耗品費
外注工賃

支払手数料

車両費
リース料

有有限限会会社社かかみみんんぐぐささじじ  経経営営状状況況報報告告書書  

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  有限会社 かみんぐさじ 

（２）目       的  和紙及び和紙加工品の生産販売 

（３）設立許可年月日   平成７年１０月２０日 

（４）設立登記年月日   平成７年１１月  １日 

（５）資  本  金    ３，０００，０００円（うち鳥取市１，５５０，０００円） 

（６）役       員  代表取締役 岡村 寿則  他４名 監査役 ２名 

（７）事  務  所    鳥取市佐治町福園１４６番地の４

２２．．令令和和６６年年度度事事業業概概要要  

主要製品である画仙紙の需要低迷や伝統工芸品共通の課題でもある後継者不足など厳

しい業況が続いているものの、鳥取市を初め株主の皆様及び社員一同の尽力により、今

期は黒字収支の結果となった。 

部門別に見ると、今期は前期と比べて、展示室部門が売上増となった。鳥取県と協力

して進めた鳥取砂丘の外来草を使った和紙製品を３種商品化することができた。今後も

安定した生産ができるよう努めていく。紙生産部門は受注が不安定な状況が続いている

ものの、新製品開発依頼の受け入れ等も行い、前期と同程度の売上高となった。実習部

門は地域団体との連携や出張ワークショップ等も行っているが前期と比べ売上減の結果

となった。来期も効率的な運営と新製品開発に力を注ぎ、これを着実に売上に繋げてい

きたい。 

また、引き続き後継者育成支援事業を活用して研修生１名を受け入れている。今期で

研修終了の予定であったが、本人の意向もあり県の助成を受けて来期まで延長すること

となった。研修後に生業として独立できるよう、引き続き研修生に対して指導をしてい

きたい。 

来期も、より一層、新商品開発・販路開拓に努めていくとともに、経営の安定に務め

ていきたい。 




